


ご主人の検査の流れ



精液検査

アットリンクで予約を
してください

採血検査の結果

検査結果で陰性を確認
したら

採精容器をお渡し
します

＊看護師へ「精液検査の容器をください」と伝える

当院では、不妊治療を行う前に、旦那様も奥様同様、感染症チェックを受けることをお勧めしています。

原則として、健康診断や人間ドックと同様に、保険適応外ですので、自費検査となります。

通常の性交や、人工授精のように、直接体内に精子を注入する治療法では、特に、男性の感染症を、女性にうつしてし

まう危険性があります。

不妊治療の開始時点で、調べることが理想的ですが、精液検査までには、受けるようにお願いします。

人工授精にステップアップする場合には、再度、採血をお願いすることがあります。

奥様と生まれてくるお子様を感染から守るためにも、必ず受けて下さい。ご理解の程、宜しくお願い申し上げます。

ご主人の
採血検査

本日を
おすすめします

ご主人の感染症検査

採血検査から
14日以降

受付へ
「検査結果を聞きたい」
と伝えてください



不妊症の中で男性因子は50％を占めるもっとも頻度の高い原因です。
旦那様の精液検査は必ず行いましょう。

旦那様の「アットリンク」アプリで予約をお願いします
予約時間は午前９時30分または午後３時30分のみです
※予約時間経過後は追加料金をいただく場合があります。
時間厳守のご提出をお願いします。

禁欲期間は2〜3日間をおいて下さい。

検査当日は・・・
シャワーを浴びるか性器を清潔にして下さい。

容器内にマスターベーションにて直接採取して下さい。
注意！コンドームは精子を殺す薬が入っていますので使用しないで下さい。

容器を入れる紙袋に本日の採取時間、前回の射精を忘れずに書いてお持ち下さい。

精液は必ず当日採取し、4時間以内にお持ち下さい。

病院に来たらすぐに受付に提出し、お会計して下さい。(5〜10分で終わります)

精液検査は保険診療です。料金は1,340円になります。

検査当日は、精子容器、旦那様のマイナ保険証と診察券をお持ち下さい。

精液検査



精子改善薬



サプリメント



日常生活の心がけ



日常生活の心がけ
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